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本研究は、ある環境の状態について、それを表す言語表現と自然科学的な手法により計測され
る物理量とを結び、つける手法を検討したものである。本研究の結果は、環境意識プ口、ジェクトで
行われるアンケート調査などにおいて、調査対象者に理解しやすい質問文を作成するなどの目的
で利用されることが想定された。
1 .環境の状態を示す言語表現
人々が言葉で環境の状態を表すとき、「澄んだ水Jrきれいな水」といった表現が用いられる。
このような表現は、対象を示す語(主に名詞)とその状態を示す語(形容詞、副詞など)とが組
み合わさった句(名調句)である。したがって、環境の状態を表す言語表現と自然科学的な手法
により計測される物理量(水温、透明度など)を関連付けようとした場合、 一般に用いられるよ
うな語に基づく処理ではなく、句を基本単位にした処理が必要で、ある。例えば、「澄んだ水」と「き
れいな水Jは、「透明度がOOm以上Jという同じ物理量に置き換えることが可能なのかといった
検討を行う必要がある。
2.実験的なソフトウェアの構築
本研究では、まず言葉で表された環境の状態から物理量として表された環境の状態への置き換
えを実証するため、実験的なソフトウェアが作成された。このソフトウェアの中核的な機能は、
言葉と物理量を結びつける規則テープ、ノレと同義句を検索するための語葉データのテーブルからな
るデータベースである(図 1)。環境の状態を表した言語表現(例:澄んだ水)が利用者により入
力されると、その表現に対応しうる代表的な句(見出し句)が同義語データに基づいて出力され、
さらに、あらかじめ登録された言葉と物理量を結びつける規則に基づいて物理量(例:透明度O
Om以上)が示される(図 2)。このソフ トウェアでは最適な結果を探索するための学習機能を有
しており、操作過程は履歴として記録され、次の操作において利用される。
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図 1実験用ソフトウェアの構造
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( 1 ) テ ス ト デ ー タ の 生 成
試 験 運 用 で 用 い る た め の 同 義 句 ・ 同 義 語 の デ ー タ が 環 境 意 識 プ ロ ジ ェ ク ト に お い て 2 0 02 年 に 行
わ れ た キ ー ワ ー ド ア ン ケ ー ト の 結 果 を 用 い て 生 成 さ れ た 。 湖 と 森 に 関 す る 表 現 か ら 139 の 句 が 抽
出 さ れ 、 物 理 量 に 基 づ く 表 現 と 試 験 的 に 関 係 付 け ら れ た 。 こ れ ら の 句 は そ れ ぞ れ の 物 理 量 に よ る
表 現 に 対 応 し た 見 出 し 句 と な る 。 さ ら に 、 見 出 し 句 に 類 似 し た 表 現 が ア ン ケ ー ト 結 果 か ら 抽 出 さ
れ 、 同 義 句 を 検 索 す る た め の デ ー タ と し て デ ー タ ベ ー ス に 登 録 さ れ た ( 名 詞 31 語 、 形 容 詞 2 4 8 語)。
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図 2 変 換 の 過 程 と そ の 例
(  2  ) ソ フ ト ウ ェ ア の 試 験 運 用
Envir o n m e n t a l  Q u aliti es a s  
a  T ran sfo r m  R e sult  
試 験 運 用 の 結 果 、 言 葉 で 表 さ れ た 環 境 の 状 態 を 物 理 量 と し て 表 さ れ た 環 境 の 状 態 と 結 ひ 。つ け る
過 程 に つ い て 次 の 問 題 点 が あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。
1 )  置 き 換 え に よ り 示 さ れ た 物 理 量 に よ る 表 現 が 変 換 履 歴 の 影 響 を 大 き く 受 け る 。 結 果 を 安 定
さ せ る た め に は 相 当 量 の 履 歴 デ ー タ が 必 要 で あ る 。
2 )  置 き 換 え 結 果 の 正 当 性 を 判 断 す る た め に 、 同 義 句 の 処 理 を 含 め た 処 理 過 程 の 詳 細 が 利 用 者
に 示 さ れ る 必 要 が あ る 。
ま た 、 今 回 は 言 葉 と 物 理 量 を 結 び つ け る 規 則 が 試 験 的 に 作 成 さ れ た 。 し か し な が ら 、 実 際 に こ
の 仕 組 み を 実 用 化 し た 場 合 は ど の よ う に 客 観 性 を も た せ る か が 大 き な 問 題 で あ り 、 課 題 と し て 残
る こ と と な っ た 。
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